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なごや歴史講座の開催・史跡探訪会の開催

名城会

平成２１年度

名護屋城博物館　学芸課

事業概要

　○なごや歴史講座
　　　学芸員による名護屋城並びに陣跡や日韓交流史に関する一般講座
　○特別史跡「名護屋城跡並びに陣跡」史跡探訪会
　　　名護屋城跡並びに陣跡の最新発掘調査成果を現地を巡りながらわかりやすく説明する
事業

協働の背景

　名城会は名護屋城博物館のボランティア組織として平成７年に正式発足し、これまで当館
の歴史講座や史跡探訪会の支援を中心に継続的な活動を続けている。会員の年齢は高い
ものの、活動に取り組む意欲は旺盛である。この事業への参加者も増えていることを実感で
きているため、今後も継続して実施していきたい。

協働の内容

目指す姿

　・県民満足度の向上
　・業務の効率化
を目指す。

名城会 名護屋城博物館

歴史講座・探訪会受付

広報・参加者勧誘

全体企画・運営

ホームページ・広報誌等で公表
協働

･なごや歴史講座受付、資料配
布、観客誘導

・史跡探訪会受付、安全確保



協働の成果

・なごや歴史講座では名城会に受付を積極的に対応してもらっている。特に会員の勧誘によ
り聴講者も増えている。
・史跡探訪会は、３００名に及ぶ参加者の受付、安全誘導、補助的な説明などにより、スムー
スで安全に事業を行なうことができ、参加者の史跡に対する理解がより一層深められた。

今後の展望

参加者も増えてきており、この形で今後も継続していきたい。

県民のメリット

参加者が増えることが事業の充実につながり、県民のニーズに近づくことができるようになっ
た。


